
五女山城与日本古蚊出土的鉄鏃比校研究

李新全

在冷兵器吋代，弓箭作カー神近距継的逍攻与防御性武器，具有校強的糸作力。尤其是当

騎兵与弓箭結合在一起，其故斗力更是元可比似。故国吋期，中原衣並民族的赳国面対北方滸

牧民族的胡人避攻吋，善子学吋他人之長的赳武戻王毅然下令赳国牢臥“胡服騎射,,。自此以

后，中原地区佑統的牟故升始向猜哉特変，到了汲武帝吋期，騎兵已成力打市匈奴的主要哉斗

力量。

堀起子酉沢晩期的高句圃人善子騎射，据《三国志・均丸鮮卑糸夷佑》： “高句厠在迂糸之

糸千里，……都干丸都之下，方可二千里，戸三万。……其碍皆小，便登山。……又有小水栢。

句而作国，依大水而居。四安平且北有小水，出好弓，所渭栢弓是也,,。高句面的升国始祖朱

蒙的名字就是“善射”的意思，据悦他七歩即能自制弓箭，射物百笈百中。好太王淡徳和に寿

王高班経常率平出征， “滸覗土境，田猾而迂”。在高句爾政枚存在的705年中，送神可俗一

宜保持下来，到第25代王平原王高阻成，伯“有胆力，善騎射”。月外，在高句面的墓葬壁画

中也有許多反映高句面人椅射的坊面，如舞踊墓酉壁騎身射猶圏，に川一号墓前室北壁下部騎

翡射猶圏，麻銭洵一号墓北側室北壁，充壁蒲身射猶圏，山城下332号墓雨道関側蒻身射虎圏，

徳炎里古蚊壁画中的り奇翡射猶利蒻翡射箭杷比寄圏等。由手木厭的弓不易保存下来，所以只能

凡出土的鉄殷的嫉造行考察，送就是本文的着眼点所在。公元3~6世紀，糸亜的形勢一直赴

T功菩之中，多神勢力在送里角逐，多釉文化因素在此饉撞，交流。本文撒通近対五女山城和

日本古攻出土的飲鏃的比絞研究，凡ー↑側面来探i寸3~6世紀中日古代文化的交流，管窺羞

測，不当之赴，敬情指正。

ー 五女山城出土的鉄鏃

五女山城出土的鉄鏃数量絞多，息廿378枚，占五女山出土兵器的第一位。根据鋒部及其

息体特征，大致可分力11神芙型（見表一），第一神力蛇形(A型），第二神力惜形(B塵），第三秤

カ刻形(C型），第四神力推形(D型），第五神力矛形(E型），第六神力菱形(F型），第七神力叶形(G

型），第八神力伊形(H型），第九杵力三角形(I塵），第十神方角尾形(J型），第十一神力圭形(K型）。

下面分別介紹各癸刑的主要特征：
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A型 蛇形 257件。鏃尖部力圭形或三角形，蘭側有直鋒或弧鋒，有的鏃鋒底側挫出倒刺；

搬身載面多力長方形，有的身、艇結合赴有柱；梃方四校椎或園俳状。整体形状似蛇形。長

14.5~28, 寛0.6 ~ 1厘米（圏ー）。

B型 歯形 25件。根据襟尖与鏃身結合状況可分力Ba,Bb阿↑亜型。 Ba堕鏃尖与鏃身結

合処不分段， Bb型鏃尖与鏃身結合処分段。鏃尖双條，宜刃，刃略寛子鏃身；鏃身力四校柱状，

中部牧束；梃力岡惟或四校俳状。整体形状呈歯形。長10~ 13, 寛0.8 ~ 1. 1厘米（圏二）。

C型 剣形 24件。根据鏃身形状可分力Ca, Cb両↑並型。 Ca型鏃脊阿側有皿槽， Cb型鏃

脊阿側尤血槽。尖鋒；鏃身前部力凸脊，鏃身中部略収束，凸起的脊銭通胃前后，剖面呈菱形；

梃力四校俳状或岡惟状。整体形状呈剣形。長10~ 18, 寛0.7 ~ 1. 1厘米（圏三）。

D型 椎形 24件。根据懐身形状可分力Da,Db蘭↑亜型。 Da型鏃身呈四校椎状； Db型鏃

身呈圃惟状，形如弾失，前端梢純。梃部剖面略近に方形或園形。整体形状呈惟形。長4~8, 

寛0.7 ~ 1. 5厘米（圏四）。
E型 矛形 18件。鏃尖略呈三角形，剖面呈菱形；鏃身呈圃柱状，自与鏃尖結合処升始

向后漸粗；岡椎或校状細艇。整体形状呈矛形。長7.5 ~ 12. 4, 寛0.8 ~ 1厘米（圏五）。

F型 菱形 13件。根据懺身形恣可分力Fa,Fb関↑亜型。 Fa型鏃身有明並的脊銭； Fb型

鏃身尤脊銭。鏃尖鋒宜刃；鏃身以折角赴甘，前段長者占絶大多数；鏃梃剖面力長方形或岡形。

整体形状呈菱形。長8~ 13. 6, 寛1.7 ~ 2. 9厘米（圏六）。
G型 叶形 11件。根据鏃身形恣可分力Ga,Gb関↑亜型。 Ga型鏃身元脊； Gb型鏃身有岡

柱状脊。鏃尖鋒弧刃；鏃身叶刃絞寛，叶尾略牧；鏃梃剖面力k方形或圃形。整体形状呈柳叶

形。長6.1 ~ 9. 4, 寛1.5 ~ 2. 9厘米（圏七）。
H刑 伊形 3件。鏃尖双鋒宜刃；鏃身自尖部至尾部逐漸変厚；鏃梃剖面力長方形。整体

形状呈扁伊形。長7.9~15.2,寛2~ 2. 8厘米（圏八）。

I型 三角形 3件。根据嫉身形恣可分力Ia, Ib阿↑亜型。 Ia型鏃身有圃柱状脊； Ib型鏃

身元脊。鏃尖條弧刃；鏃身絞寛；鏃梃剖面力長方形或圃形。整体形状呈三角形。長6.5~7.8,

寛1.7 ~ 3厘米（圏九）。
J型 角尾形 2件。鏃尖鋒部呈角尾形；鏃身略呈載尖倒三角形；鏃艇剖面力方形或長方

形。 iE:12~ 12. 4, 寛4~ 4.1厘米（囮八）。

k型 圭形 1件。鏃尖三角形，直鋒；鏃身尾部内牧，有岡柱状脊；鏃梃剖面力長方形。

整体形状呈圭形。長6.1, 寛1.5厘米（圏九）。

以上各型鉄鏃清参見表二。

日本古蚊出土的鉄鏃

日本的古蚊肘代，弓箭作カー秤近射的兵器，常与成套的碍具、甲冑、刀、矛等近哉兵器
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在一起出土。其中鉄鏃不仮出土数量大，而且神芙繁多。多年来，日本学者対日本古蚊出土的

鉄鏃逃行了比絞深人釧致的研究叫其中杉山秀宏氏的研究，可以悦是到目前力止，箔者能見

到的最力全面，釧致的成果。

杉山秀宏氏将日本古蚊吋代的鉄鏃分力101-形式群： 1, 柳叶鏃群， 2,肋挟柳叶鏃群， 3,

圭失鏃群， 4,方失鏃群， 5,三角形鏃群， 6,肋挟三角形鏃群， 7,片刃（羊刃）鏃群， 8,燕股鏃群，

9, 元茎・短茎鏃群， 10,長茎鏃群叫

中国学者王錢汰j;: 日本古蚊吋代的鉄鏃可以分力元梃或超短梃鏃，有梃短身鏃和有梃長

身鏃三大英（圏十）。元艇或超短挺鏃多帯有双翼，大多呈直辺三角形或弧辺三角形，少数近似

長方形或菱形。有梃短身鏃可以分力柳叶形鏃、令牌形鏃、角領形鏃、苗形鏃、三角形鏃、双

翼鏃、燕尾形鏃、刀形鏃、三校惟形鏃等型。有梃長身鏃一般鋒部比絞短小，身部細長，后接

梃部。可以分力三角形、双翼形、刀形等型[3]0 

三 五女山城与日本古蚊出土鉄鏃的比較研究

五女山城出土的鉄鏃可以分力十一大英十七小癸，日本古蚊出土的鉄鏃可以分力三大癸

二十多小英。将蘭者逃行比絞，我釘可以笈現如下同題：

1, 五女山城出土的鉄鏃的秤英呈然不是根多，但基本上嚢括了各地出土的高句面鉄鏃的

主要形制，表明高句雨文化具有高度的統一性。日本古蚊中出土的鉄鏃釉癸多祥，各神癸型鉄

鏃的分布不均勾，表明古蚊吋代的日本，各介地区所使用的鉄鏃形制井不統一，而是各具地方

特色。

2, 尽管中日関国学者分芙的栃准不同，但若以箔者的分癸栃准来看，五女山城与日本古

蚊中出土的鉄鏃相同的意有八癸之多，約占五女山城出土的十一大芙鉄鏃的73%。也就是悦，

五女山城出土的鉄鏃的大多数都可在日本古蚊中我到相同的神癸（圏十一）。

3, 五女山城不見日本古蚊中的元梃或超短梃英鏃，送癸元梃鏃在五女山第二期文化的石

鏃中比絞多見[4]' 到五女山第三期文化吋即已絶迩。日本古蚊中不見五女山城出土的惟形，堂

形，剣形鏃。

4, 五女山城与日本古蚊出土的鉄鏃中形制最相近，数量最多的是蛇形鏃（長頭柳叶鏃）。五

女山城共出土送癸鉄鏃257枚，占五女山城出土高句面鉄鏃息量的68%。日本群身具的綿開規音

山古蚊共出土鉄鏃493枚，其中此癸鉄鏃473枚，約占息数的96%;奈良具斑旭町藤之木古蚊共

出土鉄鏃809枚，其中此癸鉄鏃785枚，占息数的97%;千叶具小見川町城山1号古蚊共出土鉄鏃

578枚，其中此癸鉄鏃422枚，占息数的73%[5]0 
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四 相美同題的探討

1. 三至六世紀中H古代文化交流的京亜厨史背景

三至六世紀，中国逃人了分裂的五胡十六国吋期。原来活功子中国秦汲長城以外的各介少

数民族紛紛南下，逐鹿中原。他伯在接受先逃的沢文化影剛下，建立了自己的政枚。中国的送

神変化対当吋末亜地区的形勢戸生了深刻的影廟，文化交流日超頻繁。

活功子今迂宇西部地区的慕容鮮卑族建立了三介以“燕"力国号的政枚（前燕，后燕，北

燕），史称“三燕”。三燕政枚在南下中原的同吋，也注重向糸北笈展，以稔固自己的后方。

活功子中国糸北地区南部和朝鮮半島北部地区的高句雨政枚此肘也逐歩強大起来，高句面

在謀求向西笈展的近程中，屡屡受挫，先是受到曹魏田丘倹“束耳是牟，以登丸都，屠句面所

都”的汎重打宙[Bl, 佑后又遭到慕容銃奈率大平“焚焼宮室，毀丸都而述”的天頂之火叫送

祥，高句稲将笈展的目栃特向南方，将都城迂至朝鮮半島的平壌，逃而与朝鮮半島南部的新要，

百済以及日本列島的倭国争雄。

此吋的日本正処子古蚊吋代，是古代日本王枚国家形成的重要吋期。据史井記栽，朝鮮半

島南部渚国戸鉄叫倭国力了控制朝鮮半島南部渚国，逃而迭到荻取鉄研石，鉄原料和冶鉄技

木的目的，子四世紀末向朝鮮半島派遣平臥，恰与向西笈展受挫，特而向南笈展的高句面笈生

了沖突。据《好太王碑》氾戟，四世紀末至五世紀初，倭国在朝鮮半島南部数次被高句面平臥打

敗。正是在送神功菩的背景下，五世紀的日本古蚊中出班了許多来自朝鮮半島的文化因素，渚

如甲冑、身具、兵器、冠怖、帯怖等金属器物，与三燕、高句面、新翠、伽耶、百済的文物形

成密切美系，逃而促使末亜各民族的文化相互饉撞，交流与融合。

2. 蛇形鉄鏃的起源

在炊多的高句雨逮迩中，出土了大量的蛇形鉄鏃，五女山山城出土的送神鉄鏃的吋代在四

世紀末至五世紀初，朝鮮半島的矮村土城和峨嵯山城也出土了絞多送癸鉄鏃，吋代在五世紀末

至六世紀。日本的藤之木古蚊，覗音山古蚊，城山 1号蚊出土的送癸鉄鏃的吋代在六世紀后半

叶。由此可見，五女山山城出土的送芙鉄鏃元疑是最早的。而令闘近的三燕文化和夫余文化中不

見送神鉄鏃，所以，送神鉄鏃最早戸生子高句甑的可能性扱大。

送神長身鉄鏃的出班，庖与当吋的平臥中普遍使用鉄制甲冑有美。哉争的目的是“保存自

己，消天故人"。汲魏吋期，高句雨的鉄鏃多力寛扁体短身鏃，随着防身用的鉄制甲冑的「迂

使用，升始出班窄体長身鏃，送秤鏃比起寛体短身鏃更具有穿透力，更能有放地述到消火故人

的作哉目的。

3. 蛇形等鉄鏃侍播的形式与途径

文化因素的侍播有多秤形式，如貿易、贈与、朝貢、営賜、婚嫁及由迂徒者帯人等。像蛇

形鉄鏃送秤在当肘作力哉争取腔的決定性因素一一喝奇兵的主要逃攻性武器之ー，亡的侍播元疑

是通述哉争送神形式来実現的。
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高句雨在与三燕争寺迂糸的哉争中，由手平事装各不故三燕的甲騎具装，故屡遭失敗。但

高句雨在失敗近程中不断完善自己的重装騎兵，送一点我1fJ可以炊四世紀后半叶的高句雨壁画

墓中得到翰証[9]。作力三燕文化的代表性器物金歩揺冠怖、金属碕具、帯怖、甲冑和兵器、エ

具等屡見出土，井且以其独具特色的騎身文化対高旬面文化，朝鮮半島和H本列島渚文化戸生

了強烈影咆。

高句雨民族在厨史上素以“善射”而著称，在不断吸牧周辺各民族先逃文化因素的基砒

上，又創造出具有自身特色的文化。有学者指出，高句面的伊形鏃和燕尾形鏃是在吸牧了楡柑

老河深的送癸鉄鏃的基咄上笈展起来的[10]。高句面的鉄鏃対朝鮮半島的百済，新翠，伽耶的鉄

鏃給予了強烈的影廟，進而通近上述渚国以及高句面与倭国的直接交故，対日本的古蚊文化戸

生了深刻的影咆。日本古蚊吋代后期墓葬中大量出土的以蛇形鉄鏃力代表的窄体長身鉄鏃既是

送神影廟的直接体現。
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表ー 五女山城鉄鏃分型ー胞表

刑 亜型 形制特点 数量 百分比

A 蛇
鏃直倒失部或；弧懐力十形蔽。合．幣有姓或而体有的多一．形鏃↑伯力汽状條長形似底方統，蛇阿側形力形側挫四, 有11 出

型
失

椎的絆刺或身闘，椎艇状給倅身 。稜
257 68. 0% 

形

Ba型

鏃鏃カ附形失身岡双惟。1J鋒或四稜，叫且杵稜刃状惟，状，刃中。昭整部寛休牧干形束憶状；身艇団； B 鏃尖与鏃身結合処不分段 皿由

型 形
25 6. 6% 

Bb型
鏃尖与鏃身結合処分段

Ca型

尖舒岡略，俳祁；牧1状磁面束。身晶，菱前凸形部起力；的艇凸脊脊力銭四，通鏃稜身惟開前,i, C 鏃脊阿側有皿槽 剣
型 形胃 状 24 6. 3% 

Cb型
鏃脊歯側尤皿槽 或 整体形状星刻形。

Da型
鏃身略呈に圃椎方或四校圃椎状整；体梃部剖D 襟身呈四校惟状 椎 面近 形或形。 形状 24 6. 3% 

型 Db型 形 呈惟形。
鏃身呈園椎状

E 矛 鏃鏃始身尖呈略呈柱三状角形， 椎与剖鏃或面尖校呈緒惟菱；形；

型 形 升艇 整向后岡漸粗，；圃自 合状赴細 17 4. 5% 

。 体形状呈矛形。

Fa型

鏃前カ段長尖長方鋒形者宜或占刃絶圏；形大鏃多。身整数以体；折鏃形角状艇処剖呈廿面菱， F 鏃身有明屈的脊銭 菱
型 形

13 3.4% 
Fb型

鏃身元脊銭 形。

Ga型

鏃尾尖略整鋒収弧；形鏃刃状梃；鏃剖呈柳面身叶力叶形長刃絞方形寛或，叶圃G 鏃身尤脊； 叶
朋 形

11 2. 9% 
Gb型 形。体呈 。

襟身有岡柱状脊。

H 伊 鏃整部逐体尖漸形双変状條厚呈直；扁刃鏃伊；梃形鏃剖。身面自力尖長部方至形尾。 3 0.8% 
刑 形

Ia型
鏃尖條長弧刃或；鏃岡身絞寛； 徽梃状剖呈I 鏃身有岡柱状脊；

型
角 三面力角形方。形 形。整体形 3 0. 8% 

lb型 形
鏃身尤脊。

J 魚 鏃尖條部角呈角尾形；鏃身略呈載

堕
尾 尖倒万三 形；鏃艇剖面力方形或 2 0. 5% 
形 に形。

K 圭 鏃収万尖三整角岡体形柱形状，直呈鋒；圭鏃；形鏃梃身尾部カ内
型 形

，有 脊 剖面長 1 0. 3% 
形。状。

292 



表二鉄鏃出土癸型銃汁表

~ A型 B型 C型 D型
E型

F刑 G型
H型

l刑
J型 k型

Ba型Bb型 Ca型Cb型Da型Db型 Fa型Fb型Ga型Gb刑 Ia刑 Ib型

西「］ 2 1 1 1 

J2 1 1 2 3 2 

J3 3 2 1 1 1 1 1 

F13 1 1 

Fl7 1 

F19 1 1 

F20 1 1 

F21 2 

F22 1 

F23 1 

F24 1 

F25 1 

F26 6 

F27 1 

F28 1 

F29 1 

F30 3 1 

F31 1 1 

F32 5 4 1 1 

F33 2 

F37 4 1 1 

F38 4 1 

F63 5 1 1 1 

F70 1 

Fll 1 

F42 4 

F51 3 1 1 1 

F52 1 

F54 1 

F65 1 1 

JC 187 1 1 1 1 

地居 23 14 2 5 12 ， 4 7 4 6 1 1 1 2 1 

合汁 257 25 24 24 17 13 11 3 3 2 1 

百分 68% 6. 6% 6. 3% 6. 3% 4. 5% 3.4% 2. 9% 0. 8% 0. 8% 0. 5% 0. 3% 
比
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圏六菱形鉄鏃

ー 2 ， f 
圏七叶形鉄鏃

圏八角尾形、伊形鉄鏃

>tY>圏九圭形、三角形鉄鏃

鉄鏃一腐

圏ーa

1 ~ 11. A型(F32:8、96XM:13、Fll:1、T21②:6、
T4②: 6、F63:15、F63:8、F30:11、F63:10、F36:16、
F30:9) 

圏ーb

1 ~ 12. A型(JC:123、JC:75、JC:77、JC:78、JC:76、
JC:81、JC:79、JC:98、JC:96、JC:123、JC:93、
JC:125) 

圏ニ

1 ~ 5. Ba型(T30②:5、96XM:14、T51②:5、F25:21、
13: 54) 

6 ~ 8. Bb型(12:21、12:22、13:53)

圏三

1 ~ 5. Ca型(T34③:5、T401②:11、12:12、J2:13、
JC:126) 

6 ~ 10. Cb型(F54:4、T27②:2、T29②:8、T30②:1、
F38:2) 

閉四

1 ~ 10. Da型(F51:2、T29②:2、JC:127、F37:5、
F63:24、T64②:9、T43②:4、F32:57、F70:3、F32:64)

11 ~ 14. Db型(F51:6、T49:②： l、T21:②：1、
T22②: 7) 

圏五

1 ~ 9. E型(F42:11、T408②:6、12:18、T45②:2、
F42:6、F42:13、F42:12、12:17)

圏六

1 ~ 4. Fa型(F23:l、96XM:10、F20:2、F31:l)

5 ~ 12. Fb型(T24③:6、T49②:9、T60②:4、
T23③: 10、F37:3、F29:2、03XM:12、Fl9:l)

圏七

1 ~ 6. Ga型(F20:3、T23③:9、F263:6、TS③:4、
F24:2、T26②:1) 

7、8. Gb型(T401②:7、JC:129)

圏八

1、2. J型(T47③:2、T417③:21) 

3 ~ 5. H型(T63②:8、F65:3、13:48)

圏九
1. K型(T31③:3) 2. Ia型(T410②:14) 
3、4. lb型(F32:5、13:54)
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圏十日本古攻吋代的鉄鏃

上；元梃或超短梃鏃 中；有艇短身鏃下；有梃長身鏃
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五女山城と日本古墳出士鉄鏃の比較研究

李新全

火器のない兵器の時代にあって、弓矢は一種の遠距離攻撃と防御用の武器として相当強力な殺偏力を

持っていた。とりわけ騎兵と弓矢が結合すると、その戦闘力は比類なきものとなった。戦国時代、中原

の農耕民族である趙が北方遊牧民族である胡人の侵攻を受けた際、他人の長所を学ぶことに優れた趙の

武霊王は、毅然として自軍に「胡服騎射（胡人のような動きやすい服を着用し、馬上から弓を射る戦術）」

の命を下した。これ以後、中原地域の伝統的な戦車戦から騎馬戦に転じ始め、漢の武帝の時代に至ると、

騎兵は匈奴討伐の主要戦力となった。

前漢後期に勃興した高句麗人は、格段に騎射に巧みであった。『三国志・烏丸鮮卑東夷伝』に次のよ

うな記載が見られる。「高旬麗は遼東郡の東千里の所に在り、 ・・・丸都山の麓に都を置く、その領域

は二千里、戸数は三万。 ・..そこの馬はどれも小さく、登山に適している。 ・・・また、小水絹と呼

ばれる人々がいる。高旬麗は国を建てるとき、大河のそばに都を置くが、西安平県の北に、小さな河が

あり、良質の弓を産する。いわゆる額弓がこれである」。高句麗の開祖である朱蒙の名前は「善射（弓の

達人）」という意味である。一説によれば、 7オにして自ら弓矢を作り、百発百中の腕前であったとい

う。好太王談徳や長寿王高漣などは常に軍を率いて遠征し、「国境地帯を悠々と視察しては、狩猟をし

て帰る」のであった。高旬麗政権が存在した705年間、こうした習慣が続き、第25代平原王、高陽成に

いたっても、依然として「胆力有り、騎射を善くす」であった。このほか、高句麗の壁画墓には、多く

の高句麗人が騎射をする場面がみられる。例えば舞踊塚酉壁の騎馬狩猟図、長川 1号墓前室北壁下の騎

馬狩猟図、麻線溝 1号墓北側室北壁・東壁の騎馬狩猟図、山城下332号墓羨遥両側の騎馬射虎図、徳興

里古墳壁画の騎馬狩猟・騎射試合図などがある。木製の弓は残りにくいので、出土した鉄鏃で検討する

ほかない。これが本稿の着眼点である。紀元 3-6世紀、東アジアは動乱の最中にあった。多くの勢力

が各地で群雄割拠の状態にあり、様々な文化要素が衝突し、交流していた。本稿では五女山城と日本の

古墳から出土した鉄鏃の比較研究を通して、一つの側面から 3-6世紀頃の古代文化の日中交流を考察

するものである。見識が狭く不適切な箇所についてはご指摘をお願いする。

ー 五女山城出士の鉄鏃

五女山城で出土した鉄鏃は比較的数が多く、合計378点あり、五女山で出土した兵器の中で一番多い。

先端およびその全体的特徴から、大きく 11種類に分類される（表ー参照）。第 1種は蛇形(A型）、第 2種

は竪形(B型）、第 3種は剣形(C型）、第 4種は錐形(D型）、第 5種は矛形(E型）、第 6種は菱形(F型）、

第 7種は柳葉形(G型）、第 8種が鍾形(H型）、第 9種が三角形(I型）、第10種が魚尾形（雁股形） (J型）、

第11種が圭頭形(K型）という内訳である。以下、主な特徴を種類別に紹介する。
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A型 蛇型 257点。鏃鋒先部が圭頭形あるいは三角形をしており、両側の刃部は直線か円弧状で、

刃下端に逆刺があるものも見られる。箆被の断面の多くは長方形で、なかには箆被と茎の結合部に関が

あるものも見られる。茎は四角錐あるいは円錐状を呈している。全体の形状は蛇に似ている。長さ14.5

~28cm、幅0.6~1 cmである（図ー）。

B型 堅形 25点。鏃身と箆被の結合状況から、 Ba、Bbの2型式に細分される。 Ba型は、鏃身と箆

被の結合箇所には段差（関）がなく、 Bb型の鏃身と箆被の結合箇所には段差（関）がある。鏃鋒先は両側

に刃があり、直線的な刃で、刃部は箆被よりも若干輻が広い。箆被は四角錐状で、中央部で窄んでいる。

茎は円錐ないしは四角錐を呈する。全体の形状は繋形である。長さ10~13cm、幅0.8~1.lcmである（図

二）。

C型 剣形 24点。鏃身の形状によって、 Ca、Cbの2型式に細分される。 Ca型鏃の稜線の両側には

溝状のくぼみがあるが、 Cb型鏃の稜線の両側には溝状のくぽみがない。鋒先は尖っている。鏃身の上

の部分には稜線があり、鏃身の中央部でやや窄んでいる。稜線は上下に通っており、断面は菱形を呈す

る。茎は四角錐状あるいは円錐状で、全体の形状は剣形である。長さ10~18cm、輻0.7~1.lcmである

（図三）。

D型 錐形 24点。鏃身の形状によって、 Da、Dbの2型式に細分される。 Da型の鏃身は四角錐を呈

する。 Db型の鏃身は円錐状で、弾頭のような形をしており、先端がやや鈍角となっている。茎の断面

は概ね長方形ないしは円形となる。全体の形状は錐形である。長さ 4~8cm、幅0.7~1.5cmである（図

四）。

E型 矛 18点。鏃身はほほ三角形で、断面は菱形である。箆被は円柱状で、鏃身との結合箇所（関）

から下になるほど太くなる。円錐あるいは角錐の細い茎である。全体の形状は矛形である。長さ7.5~

12.4cm、幅0.8~1cmである（図五）。

F型 菱形 13点。鏃身の形態によって、 Fa、Fbの2型式に細分される。 Fa型は鏃身に明瞭な稜線

（鏑）がある。 Fb型は鏃身に稜線（鏑）がない。鏃身の刃は直線的で、刃部が屈鼎するところから計ると、

上部の長いものが大多数を占める。茎の断面は長方形か円形である。全体の形状は菱形である。長さ 8

~13.6cm、幅l.7~2.9cmである（図六）。

G型 柳葉形 11点。鏃身の形態によってGa、Gbの2型式に細分される。 Ga型の鏃身には稜線がな

く、 Gb型の鏃身には円柱状の稜線がある。鏃身は刃部が円弧状で、比較的幅が広い。鏃身の下部はや

や窄まっており、茎の断面は長方形ないしは円形である。全体の形状は柳の菓の形をしている。長さ

6.1 ~9.4cm、幅l.5~2.9cmである（図七）。

H型 鐘形 3点。鏃鋒先は両側に刃があり、直線的な刃である。鏃身の先端から下端にかけて次第

に厚くなる。茎の断面は長方形である。全体の形状は平らな鏡形をしている。長さ7.9~15.Zcm、輻 2

~2.8cmである（図八）。

I型 三角形 3点。鏃身の形態によって Ia、Ibの2型式に細分される。 Ia型の鏃身には円柱状

の稜線があり、 Ib型の鏃身には稜線がない。鏃の刃部は円弧状で、鏃身は比較的幅が広い。茎の断面

は長方形か円形である。全体の形状は三角形をしている。長さ6.5~7.8cm、幅1.7~3 cmである（図九）。

J型 魚尾形 2点。鏃鋒先部が魚の尾の形をしている。鏃身はほほ上端が内に切られた逆三角形を

している。茎の断面は正方形ないしは長方形をしている。長さ12~12.4cm、幅 4~4.lcmである（図八）。

k型 圭頭形 l点。鏃鋒先部は三角形で、刃は真っ直ぐである。鏃身の下部が狭まり、円柱状の稜

299 



線がある。茎の断面は長方形で、全体の形状は圭頭形である。長さ6.1cm、幅1.5cmである（図九）。

以上、各鉄鏃については表二を参照のこと。

日本古墳出土の鉄鏃

日本の古墳時代、弓矢は一種の遠距離兵器として、常に一式の馬具、甲冑、刀、矛などの接近戦の兵

器と共に出土している。なかでも鉄鏃は出土数が多いだけでなく、種類も豊富である。長年、日本の学

者は日本の古墳から出土した鉄鏃を詳細に研究してきたl。なかでも杉山秀宏氏の研究は、現在のとこ

ろ、筆者の知る限りもっとも全体的で精緻な成果を挙げている。

杉山秀宏氏は日本の古墳時代の鉄鏃を10の形式群に分類した。 1、柳葉鏃群、 2、腸扶柳葉鏃群、 3、

圭頭鏃群、 4、方頭鏃群、 5、三角形鏃群、 6、腸扶三角形鏃群、 7、片匁（単匁）鏃群、 8、燕股鏃

群、 9、無茎・短茎鏃群、 10、長茎鏃群2。

中国の学者、王魏氏は、日本の古墳時代の鉄鏃は無茎、あるいは超短茎の鏃、有茎短頸鏃、および有

茎長頸鏃の 3つに大別されるという（図十）。無茎、あるいは超短茎の鏃の多くは双翼があり（鏃身が左

右に翼状に広がる）、辺が直線の三角形ないしは辺が円弧状の三角形をしたものが多く、長方形ないし

は菱形をしたものも少しある。有茎短頸鏃は、柳葉形鏃、令牌形鏃、魚錬形鏃、堅形鏃、三角形鏃、双

翼鏃、燕尾形鏃、刀形鏃、三角錐形鏃などの型に分けられる。有茎長頸鏃は、通常鋒先部が短く小さめ

で、鏃身部が細長く、下部は茎に接続する。三角形、双漢形、刀形などの型に分けられる％

三 五女山城と日本古墳出土鉄鏃の比較研究

五女山城から出土した鉄鏃は11の大分類と17の小分類に分けることができ、日本の古墳で出土した鉄

鏃は 3つの大分類と20以上の小分類に分けることができる。両者を比較することによって以下のような

事項を発見した。

1. 五女山城から出土した鉄鏃の種類は多くはないが、基本的に各地で出土した高句麗鉄鏃の主要な

形状をすべて含み、高句麗文化に高い統一性があることを示している。日本の古墳で出土した鉄鏃の種

類は多様で、その分布状況もばらばらである。これは即ち、古墳時代の日本では、各地で使用されてい

た鉄鏃は形状が統一されておらず、各地の特色を有していたことを物語っている。

2. 日中の学者の分類基準は異なるものの、筆者の分類基準から見ると、五女山城と日本の古墳から

出土した鉄鏃で一致するものは 8種類の多きに上り、五女山城出土の11大分類の鉄鏃の73%を占める。

いわば、五女山城で出土した鉄鏃の大多数は、同じ種類が日本の古墳でも見られるのである（図十一）。

3. 五女山城では日本の古墳で見られる無茎や超短茎類の鉄鏃は見られない。この種の無茎鏃は、五

女山城第 2期文化の石鏃に比較的多く見られるが久五女山城第 3期文化になると途絶える。日本の古

墳では五女山城で出土したような錐形、墾形、剣形の鉄鏃は見られない。

4. 五女山城と日本の古墳で出土した鉄鏃で、形状が最も近く、数量的にも最も多いのは蛇形鏃（長

頸柳葉鏃）である。五女山城からはこの種の鉄鏃が合計257点出土し、五女山城で出土した高旬麗鉄鏃

全体の68%を占める。群馬県綿貫観音山古墳からは合計493点の鉄鏃が出土したが、そのうちこの種の

鉄鏃は473点で、総数の96%を占める。奈良県斑鳩町藤ノ木古墳からは合計809点の鉄鏃が出土し、その
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うちこの種の鉄鏃は785点で、総数の97%を占める。千葉県小見川町城山1号古墳からは合計578点の鉄

鏃が出土し、そのうちこの種の鉄鏃は422点で、総数の73%を占める％

四 関連する問題の検討

1. 3~6世紀の日中古代文化交流における東アジアの歴史背景

3世紀から 6世紀にかけて、中国は分裂し五胡十六国時代に入った。従来、中国の秦漠の長城の外で

活動していた各少数民族も次々と中原に南下して、天下を争うようになった。彼らは先進的な漢文化の

影響を受けつつも、自己の政権を築いた。中国のこうした変化は、当時の東アジア地域の情勢に大きな

影響をもたらし、文化交流は日増しに盛んになった。

現在の遼寧西部地域で活動していた慕容鮮卑族は 3つの「燕」を国号とする政権（前燕、後燕、北燕）

を樹立し、「三燕」と呼ばれる。三燕政権は中原へ南下すると同時に、自身の背後を固めるため東北部

の発展も重視した。

またこの時期、中国東北地域の南部、および朝鮮半島北部地域の高句麗政権も次第に強大となり、西

ヘ勢力を伸ばそうとしていたが、度々頓挫している。先ず魏の母丘倹に「馬を括ってかつぎ、車をつる

して丸都山に登り、高旬麗の都を破壊した」という手痛い打撃を受け6、その後また慕容銃自ら率いる

大軍の攻撃による「宮室を焚焼し、丸都を毀して還る」という壊滅的な災禍を被った7。そこで高句麗

は勢力拡大の方向を南に向け、朝鮮半島の平壌に遷都し、朝鮮半島南部の新羅、百済および日本列島の

倭国と争うようになる。

この時代、日本は古墳時代の真っただ中で、古代日本の王権国家が形成される重要な時期にあった。

史書の記載によれば、朝鮮半島南部諸国では鉄を生産していたという凡倭国は朝鮮半島南部諸国を統

制して、鉄鉱石、鉄原料、および製鉄技術を手に入れるために、 4世紀末、朝鮮半島に軍を派遣し、お

りしも西へ勢力を伸ばす攻策に頓挫して南下策に転じた高句麗と衝突した。「好太王碑』の銘文による

と、 4世紀末から 5惟紀初め、倭国は朝鮮半島南部で数度にわたって高旬麗に敗れている。まさにこう

した動乱の背景のもと、 5世紀の日本の古墳からは、数多くの朝鮮半島の文化的要素をもつ遣物が出土

している。例えば甲冑、馬具、武器、冠飾、帯金具などの金属製品であり、これらは、三燕、高旬麗、

新羅、伽耶、百済の遺物と密接な関係を形成しており、東アジア各民族の文化相互の衝突、交流、融合

を促したことが窺われる。

2. 蛇形鉄鏃の起源

多くの高旬麗遺跡で、大量の蛇形鉄鏃が出土している。五女山山城から出土したこの種の鉄鏃の年代

は4世紀末から 5泄紀初めである。朝鮮半島の夢村土城と嵯峨山城でもこの種の鉄鏃が数多く出土し、

その年代は 5世紀末から 6世紀である。日本の藤ノ木古墳、観音山古墳、城山 1号墳から出土したこの

種の鉄鏃は 6世紀後半である。以上のことから、五女山山城で出土したこの種の鉄鏃は、間違いなく最

も古いものである。また、近隣の三燕文化と夫余文化には、こうした鉄鏃は見られないことから、この

種の鉄鏃が最も早くに生産されたのは高旬麗である可能性が極めて高い。

こうした長頸鉄鏃の出現は、当時の軍隊で普遍的に使用されていた鉄製甲冑と関係があるに違いない。

戦争の日的は「自分を守り、敵を倒す」ことにある。漢・魏時代、高旬麗の鉄鏃の多くは幅が広く、扁

平な短頸鏃であり、護身用の鉄製甲冑が広範に使用されるのにともない、細長い長頸鏃が出現し始めた。
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この種の鏃は、幅が広い短頸鏃より貰通力があり、有効に敵を倒す戦闘能力を備えていた。

3. 蛇形等の鉄鏃の伝播形式と経路

文化要素の伝播には様々な形式がある。例えば貿易、贈与、朝貢、恩賞、婚姻および移住者の携帯な

どである。蛇形鉄鏃は、当時戦争に勝利するための決定的な要素、つまり、騎兵の主要な攻撃用武器の

一つであり、その伝播が戦争という形式によって実現したことは間違いない。

高句麗は三燕との遼東争奪戦において、その軍事装備が三燕の甲騎具装に敵わず敗北を重ねた。それ

でも高句麗は、その敗北の過程で絶えず自身の重装騎兵の改良を重ねた。この点については、 4世紀後

半の高旬麗壁画にその証拠を見ることができる凡三燕文化の代表的な遺物である金製歩揺冠飾、金属

製馬具、帯金具、甲冑と兵器、エ具などがしばしば出土しており、その特色ある騎馬文化は高旬麗文化、

朝鮮半島と日本列島の諸文化に強烈な影響を与えたのである。

高旬麗民族は、歴史的にも「善射（弓の巧みさ）」で名高い。周辺各民族の進んだ文化を絶えず取り

入れながら、独自の特色ある文化を創出した。ある研究者によれば、高句麗の鐘形鏃と燕尾形鏃は、吉

林省楡樹県老河深の鉄鏃から発展したものと言う 10。高旬麗の鉄鏃は、朝鮮半島の百済、新羅、伽耶の

鉄鏃に大きな影響を与え、上述の諸国および高句麗は倭国と直接交戦することによって、日本の古墳文

化に深い影響をもたらしたとする。日本の古墳時代後期の古墳から大量に出土する蛇形鉄鏃を代表とす

る細長い長頸鉄鏃は、まさにこうした影響を直接反映したものである。

註

1 後藤守ー・「上古時代鉄鏃の年代研究」『人類学雑誌』第54巻第 4号、 1939年。末永雅雄：『日本上代の鉄器』、

1981年。杉山秀宏： 「古墳時代の鉄鏃J『橿原考古学研究所論集』第八集、 1988年。

2 杉山秀宏：「古墳時代の鉄鏃」『考古資料大観」 7 0 弥生古墳時代•鉄金銅製品、 2003年、小学館。

3 王鋭：『東亜地区古代鉄器及冶鉄術的伝播与交流］中国社会科学出版社、 1999年。

4 遼寧省文物考古研究所編：『五女山城』文物出版社、 2004年。

5 群馬県埋蔵文化財調査事業団：『綿貰観音山古墳1I』pp.334-341、1999年。

6 『三国志•魏書·母丘検伝」。

7 『資治通鑑』。

8 『三国志・魏書•烏丸鮮卑東夷伝』「弁辰も十二国からなり、 ・. 0 この国は鉄を産し、韓・減・倭はそれぞれこ

こから鉄を手に人れている。物の交易にはすべて鉄を用いて、ちょうど中国で銭を用いるようであり、またその鉄

を楽浪と帯方の二郡にも供給している。」

9 例えば、集安の三室墓、朝鮮の安岳 3号墳壁圃にみられる甲騎具装。

10 下魏：『東亜地区古代鉄器及冶鉄術的伝播り交流』中国社会科学出版社、 1999年。

【図一覧】

図1a: 蛇頭形鉄鏃、 1叉11b: JC出土蛇頭形鉄鏃、図 2: 堅形鉄鏃、図 3: 剣形鉄鏃、図 4: 錐形鉄鏃

図5: 矛形鉄鏃、図 6: 菱形鉄鏃、図 7: 菓形鉄鏃、図 8: 魚尾形、鐙形鉄鏃、図 9: 士形、二、角形鉄鏃

図10:日本古墳時代の鉄鏃（上無茎。短茎鏃、中有茎短頸鏃、下有茎長類鏃）

図11:五女山山城出,-.鉄鏃と lJ本古墳時代鉄鏃比較図
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表1 五女山城鉄鏃分類一覧表

型 亜型 形状の特徴 点数 ％ 

鏃鋒先部が圭頭形あるいは三角形をしており、両側の

蛇
刃部は直線か円弧状で、刃下端に逆刺があるものも見

A られる。箆被の断面の多くは長方形で、なかには箆被

型
頭

と茎の結合部に関があるものも見られる。茎は四角錐
257 68.0% 

形
あるいは円錐状を星している。全体の形状は蛇に似て

いる。

Ba型
鏃身と箆被の結合箇所に段 鏃鋒先は両側に刃があり、直線的な刃で、刃部は箆被

B 差（関）がない 堅 よりも若干幅が広い。箆被は四角錐状で、中央部で窄

型 形 んでいる。茎は円錐ないしは四角錐を呈する。全体の
25 6.6% 

Bb型
鏃身と箆被の結合箇所に段 形状は堅形である。

差（関）がある

Ca型
鏃の稜線の両側には溝状の 鋒先は尖っている。鏃身の上の部分には稜線があり、

C ＜ぽみがある 剣 鏃身の中央部でやや窄んでいる。稜線は上下に通って

型 形 おり、断面は菱形を呈する。茎は四角錐状あるいは円
24 6.3% 

Cb型
鏃の稜線の両側には溝状の 錐状で、全体の形状は剣形である。

＜ぽみがない

Da型

D 鏃身は四角錐を呈す 錐 鏃身は円錐ないしは四錐を呈す。茎の断面は概ね長方

型 形 形ないしは円形となる。全体の形状は錐形である。
24 6.3% 

Db型
鏃身は円錐状を呈す

鏃身はほぽ三角形で、断面は菱形である。箆被は円柱

E 矛 状で、鏃身との結合箇所（関）から下になるほど太くな
17 4.5% 

型 形 る。円錐あるいは角錐の細い茎である。全体の形状は

矛形である。

Fa型
鏃身に明瞭な稜線（鏑）が

菱
鏃身の刃は直線的で、刃部が屈曲するところから計る

F ある と、上部の長いものが大多数を占める。茎の断面は長 13 3.4% 
型 形

方形か円形である。全体の形状は菱形である。Fb型
鏃身に稜線（鏑）がない

Ga型

G 鏃身に稜線がない 葉
鏃身は刃部が円弧状で、比較的幅が広い。鏃身の下部

型 形
はやや窄まっており、茎の断面は長方形ないしは円形 11 2.9% 

Gb型 である。全体の形状は柳の葉の形をしている。
鏃身に円柱状の稜線がある

H 錘
鏃鋒先は両側に刃があり、直線的な刃である。鏃身の

型 形
先端から下端にかけて次第に厚くなる。茎の断面は長 3 0.8% 

方形である。全体の形状は平らな縫形している。

Ia型

I 鏃身に円柱状の稜線がある 鏃の刃部は円弧状で、鏃身は比較的幅が広い。茎の断

型
角 面は長方形か円形である。全体の形状は三角形をして 3 0.8% 

lb型 形 いる。
鏃身に稜線がない

J 
魚 鏃鋒先部が魚の尾の形をしている。鏃身はほぽ上端が

尾 内に切られた逆三角形をしている。茎の断面は正方形 2 0.5% 
型

形 ないしは長方形をしている。

K 圭
鏃鋒先部は三角形で、刃は真っ直ぐである。鏃身の下

型 形
部が狭まり、円柱状の稜線がある。茎の断面は長方形 1 0.3% 
で、全体の形状は圭頭形である。
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表2 鉄鏃出土類型統計表

~ 
B型 C型 D型 F型 G型 I型

A E H J K 

型 Ba Bb Ca Cb Da Db 型 Fa Fb Ga Gb 型 Ia Ib 型 型

型 型 型 型 型 型 型 型 型 型 型 型

西門 2 1 1 1 

J2 1 1 2 3 2 

]3 3 2 1 1 1 1 1 

Fl3 1 1 

Fl7 1 

Fl9 1 1 

F20 1 1 

F21 2 

F22 1 

F23 1 

F24 1 

F25 1 

F26 6 

F27 1 

F28 1 

F29 1 

F30 3 1 

F31 1 1 

F32 5 4 1 1 

F33 2 

F37 4 1 1 

F38 4 1 

F63 5 1 1 1 

F70 1 

Fll 1 

F42 4 

F51 3 1 1 1 

F52 1 

F54 1 

F65 1 1 

JC 187 1 1 1 1 

地層 23 14 2 5 12 ， 4 7 4 6 1 1 1 2 1 

合計 257 25 24 24 17 13 11 3 3 2 1 

％ 68% 6.6% 63% 63% 4.5% 3.4% 2.9% 0.8% 0.8% 0.5% 0.3% 
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